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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年2月21日(2011.2.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
クラッチ装置（９９）を、クラッチ装置（９９）が回転軸線（ａｘ）を中心に回転可能な
状態で支承されている回転貫通部（６２）に、軸方向に位置決めするための装置であって
、
　回転貫通部（６２）に同軸でネジ止めされた固定保持ナット（８０）が設けられており
、クラッチ装置（９９）を間接的又は直接的にそのナットで軸線（ａｘ）方向に支持して
いることを特徴とする装置。
【請求項２】
クラッチ装置（９９）が、基本的に摺動移動しないように固定保持ナット（８０）で支持
されていることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
規定のクラッチ隙間を有するクラッチ装置（９９）が、固定保持ナット（８０）で支持さ
れていることを特徴とする請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
固定保持ナット（８０）が当接面を有しており、その面で滑り軸受及び／又は当接ディス
ク（８５，８６）が軸方向に支持されていることを特徴とする請求項１から３までのいず
れかに記載の装置。
【請求項５】
固定保持ナット（８０）が、外側から接近できる脱着回転用形状部（９４）を有しており
、それによりクラッチ装置（９９）の取り付け又は取り外しが可能になることを特徴とす
る請求項１から４までのいずれかに記載の装置。
【請求項６】
回転貫通部（６２）が少なくとも一つの流体チャネル（４５，１０３，１０４，１０５，
１０６）を有しており、そのチャネルを介してクラッチ冷却、クラッチ作動、及び／又は
その他の方法でクラッチ装置（９９）を作動するために必要な液体、殊に冷却オイル、圧
力オイル、遠心力オイルを供給及び／排出することができることを特徴とする請求項１か
ら５までのいずれかに記載の装置。
【請求項７】
前記クラッチ装置（９９）はダブルクラッチ装置（９９）であることを特徴とする請求項
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１から６までのいずれかに記載の装置。
【請求項８】
前記滑り軸受は、アキシャルニードル軸受（８７，８８）であることを特徴とする請求項
１から７までのいずれかに記載の装置。
【請求項９】
前記脱着回転用形状部は、周囲のクラッチ部品（１，２）にある対応する切り取り部（９
５，９６）を通じて外側から接近できることを特徴とする請求項１から８までのいずれか
に記載の装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
本発明は、クラッチ装置、特にダブルクラッチ装置を特許請求項１のプレアンブルに記載
の回転貫通部に、軸方向に位置決めするための装置に関するものである。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００３】
本発明が前提にしているＤＥ１９９２１６８７Ａ１では、半径方向に連結した構造で二つ
の外側クラッチ板ホルダーのついたクラッチハブを有するダブルクラッチが開示されてお
り、そのハブは静止した回転貫通部に回転軸を中心に回転可能状態で支承されている。ク
ラッチハブはギアの方向に静止している回転貫通部に当たって支持されている。エンジン
に向かう方向で、クラッチハブ自体は回転貫通部で支持されていない。ダブルクラッチは
、ラジアル方向外側クラッチの内側クラッチ板ホルダーのハブを、止め輪を使ってギア入
力シャフトでエンジンに向かって支持することにより、軸方向に位置決めされている。静
止している回転貫通部なしで、そしてギア入力シャフトで支持することによりクラッチ配
置を軸方向で位置決めする実施例は、ＥＰ１２２６９９２Ａ１でも開示されている。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
この課題は、クラッチ装置、特にダブルクラッチ装置を特許請求項１の特徴部分に記載の
特徴により、回転貫通部で軸方向に位置決めする装置により解決する。
　本発明による利点のある実施例と更なる構成を従属請求項に記載している。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
本発明は、（好ましくは静止している）回転貫通部と関連して、ギア入力シャフトとは無
関係なクラッチ装置を使って位置決めの可能性を見いだすという考えに基づいている。解
決手段は、回転貫通部に同軸でネジ止めする固定保持ナットにあり、クラッチ装置の構成
部品が間接的又は直接的に、軸方向に好ましくは基本的に移動しないように、その固定保
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持ナットで支持される。この固定保持ナットが、この固定保持ナットを両側で包むクラッ
チ装置を軸方向に位置決めする。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
クラッチ組み立て中に既に、固定保持ナットを回転貫通部と結合するようにしている。こ
のようにして前組み立てしたクラッチ装置は、モジュール形式でギアと接続することがで
きる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
ギア組み立て中に回転貫通部をクラッチ装置と結合する、即ち回転貫通部をギアに組み込
んだ後にクラッチを回転貫通部と接続することを狙うとすれば、本発明による特に利点あ
る実施変形例においては、固定保持ナットが、周囲のクラッチ部品にあり対応する切り取
り部を通じて外側から接近できる脱着回転用形状を有しており、それによりクラッチ装置
の取り付け又は取り外しが可能になる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　【００１１】
回転貫通部は、クラッチ装置全体を保持する機能の他に、クラッチ装置を作動させるため
に必要な流体、好ましくは油圧流体を供給及び／又は排出する装置としての役割をするこ
とがある。よって本発明によれば、回転貫通部が少なくとも一つの流体チャネルを有して
おり、そのチャネルを介してクラッチ冷却、クラッチ作動、及び／又はその他の方法でク
ラッチ装置を作動するために必要な流体、殊に冷却オイル、圧力オイル、遠心力オイルを
供給及び／又は排出することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
図面を使って本発明を詳細に説明する。二つの図面において同じ及び機能的に同じ構成部
品には同一の参照番号を付している。
　図１は、回転貫通部６２にダブルクラッチ９９を軸方向に固定するための、本発明によ
り形成した装置の可能性ある基本構成と機能方法を、例として選んだ自動車用駆動系統の
断面を使って明らかにしている。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００２３】
二つの個別クラッチＫ１，Ｋ２から成るクラッチ装置全体が、直接第２のギア入力シャフ
ト（中空シャフト９）上で支承できるであろうにも拘わらず、例示の実施例では分離した
回転貫通部６２を設けており、その貫通部が両方のギア入力シャフト、即ち中空シャフト
９と中実シャフト１０を同軸で取り巻いており、そしてそれにクラッチハブ６１が二つの
ラジアルニードル軸受８９，９０を使って回転可能状態で支承されている。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
回転貫通部６２は一体で設計されていることもあり、軸方向だけでなくラジアル方向に分
割して設計されていることもある。例示のケースでは回転貫通部６２が二分割されており
、外側部分８３及びこれにより取り巻かれるスリーブ８４で出来ている。円筒シェル形を
したスリーブ８４の外周は、異なった長さで軸方向に延伸する長手方向溝４５を有してい
る。外側部分８３は前述の長手方向溝４５の配置に対応して、円周方向に延伸する４つの
溝１０３，１０４，１０５，１０６を有している。この円周方向溝１０３，１０４，１０
５，１０６は、（ここでは図示していない）ラジアル方向に延伸する開口部を介して、対
応する長手方向溝４５と繋がっている。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
二つの個別クラッチＫ１，Ｋ２、クラッチハウジング１８，１３、外側クラッチ板ホルダ
ー１，２、内側クラッチ板ホルダー４０、ピストン／シリンダーユニット４３，４４，４
９，５０，５１，５２，５３，５４，５５，５６、クラッチハブ６１を有しているダブル
クラッチ９９を、出来るだけ正確な位置に、そしてギアシャフトの軸方向動きと関係なく
ギアに固定することが望ましい。そのために本発明では、回転貫通部６２にネジ止めでき
る固定保持ナット８０を設けており、そのナットでダブルクラッチ９９の構成部品を両側
で軸方向に支持できるようにする。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
このとき色々なケースが考えられ、例えば次のようなものである。
－まず、回転貫通部６２をギアＧの中に組み込み、引き続いて固定保持ナット８０を使っ
てクラッチ９９を回転貫通部６２にネジ止めする。
－まず、固定保持ナット８０を使って回転貫通部６２をクラッチ９９にネジ止めし、引き
続いて回転貫通部６２を使ってモジュールをギアＧに固定する。
－本来のクラッチ組み立て中に既に、固定保持ナット８０を使って回転貫通部６２をモジ
ュールに固定して、全体モジュールとしてギア内に（回転貫通部６２を使って）固定する
。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
記載の実施例では固定保持ナット８０がディスク９２を有しており、そのディスクがラジ
アル方向で回転貫通部６２の外側部分８３からクラッチハブ６１の内径にまで延伸してい
る。ディスク９２は内周側で、パイプ形状ないし円筒状であり外周にネジ８１を有するス
リーブ９１に繋がっている。このネジ８１は、回転貫通部６２の外側部分８３の内周に設
けられたネジ８２に噛み合っている。このようにして固定保持ナット８０は、軸方向に移
動しないように回転貫通部６２と接続している。ディスク９２は、クラッチが回転貫通部
６２と相対的に軸方向移動することを防ぐ。
　本発明によれば、勿論ネジ止めを逆に行うこともできる。すなわち、固定保持ナットに
内側ネジを設けて、固定する役割の要素／構成部品に外側ネジを設けることもできる。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
クラッチハブ６１は、二つのラジアルニードル軸受８９，９０により静止の回転貫通部６
２の上で回転軸線ａｘを中心に回転できるように支承されている。この回転貫通部６２は
、両方のギア入力シャフト、すなわち中空シャフト９と中実シャフト１０を同軸で取り巻
いている。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
回転貫通部６２は一体とすることもあり、あるいは軸方向だけでなくラジアル方向で分割
して設計することもある。例示しているケースでは、回転貫通部６２が二分割で設計され
ており、外側部分８３とこれにより取り巻かれるスリーブ８４で出来ている。外側が円筒
形状のスリーブ８４の外周は、軸方向に延伸し異なった長さの４つの長手方向溝４５を有
している。前述の長手方向溝４５に対応して外側部分８３は、円周方向に延伸する溝１０
３，１０４，１０５，１０６を有している。この円周方向溝１０３，１０４，１０５，１
０６は、（ここで図示していない）ラジアル方向に延伸する開口部を介して、対応する長
手方向溝４５のそれぞれ一つと繋がっている。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
保持固定ナット８０はディスク９２を有しており、そのディスクは、ラジアル方向で回転
貫通部６２の外側部分８３からクラッチハブ６１の内径上にまで延伸している。ディスク
９２は内周側で円筒状スリーブ９１に繋がっており、そのスリーブは外周にネジ８１を有
している。このネジ８１は、回転貫通部６２の外側部分８３の内周に設けた内側ネジ８２
に噛み合っている。このようにして保持固定ナット８０は軸方向に移動しないように、回
転貫通部６２と接続している。
【誤訳訂正１８】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
１　第１の外側クラッチ板ホルダー　　　　２　第２の外側クラッチ板ホルダー
３　第１のフランジ　　　　　　　　　　　４　第２のフランジ
５　内歯　　　　　　　　　　　　　　　　６　内歯
７　インサート歯　　　　　　　　　　　　８　インサート歯
９　中空シャフト　　　　　　　　　　　　１０　中実シャフト
１１　第２の半カップ状部材／二次要素　　１２　捻れ振動ダンパー
１３　第１の半カップ状部材／二次要素／クラッチハウジング
１４　一次要素／半カップ状部材　　　　　１５　一次フランジ
１７　内側フランジ
１８　第２の半カップ状部材／クラッチハウジング
１９　側板／半カップ状部材　　　　　　　２０　半カップ状部材
２１　フライホイル　　　　　　　　　　　２３　穴
２４　クランクシャフト　　　　　　　　　２６　ネジ
２７　第１のクラッチ板ユニット　　　　　２８　第２のクラッチ板ユニット
２９　外側クラッチ板　　　　　　　　　　３０　外側クラッチ板
３１　外歯　　　　　　　　　　　　　　　３２　外歯
３３　内側クラッチ板　　　　　　　　　　３４　押さえ板
３５　共通のエンドプレート　　　　　　　３６　内側クラッチ板
３７　押さえ板　　　　　　　　　　　　　３８　内歯
３９　内歯　　　　　　　　　　　　　　　４０　内側クラッチ板ホルダー
４１　外歯　　　　　　　　　　　　　　　４２　外歯
４３　第１の作動ピストン　　　　　　　　４４　第２の作動ピストン
４５　長手方向溝　　　　　　　　　　　　４６　当接面
４７　当接面　　　　　　　　　　　　　　４９　圧縮ピストン
５０　圧縮ピストン　　　　　　　　　　　５１　ピストン
５２　ピストン　　　　　　　　　　　　　５３　コイルバネ
５４　コイルバネ　　　　　　　　　　　　５５　バランスピストン
５６　バランスピストン　　　　　　　　　５７　円周方向ステー
５８　アキシャルニードル軸受　　　　　　５９　アキシャルニードル軸受
６１　クラッチハブ　　　　　　　　　　　６２　回転貫通部
６３　油圧流体チャネル　　　　　　　　　６４　油圧流体チャネル
６５　油圧流体チャネル　　　　　　　　　６６　油圧流体チャネル
６８　ポンプ駆動歯車　　　　　　　　　　６９　第１の油圧流体バランス空間
７０　第２の油圧流体バランス空間　　　　７１　第１の圧力空間
７２　第２の圧力空間　　　　　　　　　　７３　冷却液空間
７４　クラッチケース　　　　　　　　　　７７　シリンダー
７９　シリンダー　　　　　　　　　　　　８０　固定保持ナット
８１　ネジ　　　　　　　　　　　　　　　８２　ネジ
８３　外側部分　　　　　　　　　　　　　８４　スリーブ
８５　当接ディスク　　　　　　　　　　　８６　当接ディスク
８７　アキシャルニードル軸受　　　　　　８８　アキシャルニードル軸受
８９　ラジアルニードル軸受　　　　　　　９０　ラジアルニードル軸受
９１　スリーブ　　　　　　　　　　　　　９２　ディスク
９３　円周方向ステー　　　　　　　　　　９４　脱着回転用形状／切り欠き部
９５　切り取り部　　　　　　　　　　　　９６　切り取り部
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９９　ダブルクラッチ　　　　　　　　　　１００　バネユニット
１０１　半カップ状部材　　　　　　　　　１０２　半カップ状部材
１０３　円周方向溝　　　　　　　　　　　１０４　円周方向溝
１０５　円周方向溝　　　　　　　　　　　１０６　円周方向溝
Ｋ１　第１のクラッチ　　　　　　　　　　Ｋ２　第２のクラッチ
Ｍ　　エンジン　　　　　　　　　　　　　Ｇ　　ギア
ａｘ　回転軸線
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